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麻
績
小
学
校

〈
転
入
〉

尾
台　

弘
枝　

長
野
県
教
育
委

　
　
　
　
　
　

員
会
心
の
支
援

　
　
　
　
　
　

課
よ
り

臼
井　

伸
明　

麻
績
村
立
筑
北

　
　
　
　
　
　

中
学
校
よ
り

塚
原
ま
ゆ
み　

筑
北
村
立
筑
北

　
　
　
　
　
　

小
学
校
よ
り

竹
内　

謙
太　

千
曲
市
立
屋
代

　
　
　
　
　
　

小
学
校
よ
り

伊
藤　

芳
聡　

筑
北
村
立
筑
北

　
　
　
　
　
　

小
学
校
よ
り

川
舩　
　

賢　

塩
尻
市
立
広
陵

　
　
　
　
　
　

中
学
校
よ
り

〈
転
出
〉

伊
藤　

尊
夫　

塩
尻
市
立
塩
尻

　
　
　
　
　
　

西
小
学
校
へ

太
田　

喜
博　

生
坂
村
立
生
坂

　
　
　
　
　
　

小
学
校
へ

田
中
真
由
美　

生
坂
村
立
生
坂

　
　
　
　
　
　

中
学
校
へ

中
島　

文
子　

千
曲
市
立
八
幡

　
　
　
　
　
　

小
学
校
へ

神
田　

幸
穂　

松
本
市
立
芳
川

　
　
　
　
　
　

小
学
校
へ

筑
北
中
学
校

〈
転
入
〉

大
鷹　

宏
彰　

長
野
県
総
合
教

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
生
徒

　
　
　
　
　
　

指
導
・
特
別
支

　
　
　
　
　
　

援
教
育
部
よ
り

平
瀨　

和
子　

安
曇
野
市
立
三

　
　
　
　
　
　

郷
小
学
校
よ
り

加
瀨　

智
晴　

富
士
見
町
立
富

　
　
　
　
　
　

士
見
中
学
校
よ

　
　
　
　
　
　

り

塚
田　

尚
也　

茅
野
市
立
長
峰

　
　
　
　
　
　

中
学
校
よ
り

〈
転
出
〉

臼
井　

伸
明　

麻
績
村
立
麻
績

　
　
　
　
　
　

小
学
校
へ

宮
澤　

修
司　

南
箕
輪
村
立
南

　
　
　
　
　
　

箕
輪
中
学
校
へ

倉
科　

髙
志　

池
田
町
立
高
瀬

　
　
　
　
　
　

中
学
校
へ

北
川　

更
紗　

池
田
町
立
高
瀬

　
　
　
　
　
　

中
学
校
へ

富
井　

万
貴　

長
野
市
立
川
中

　
　
　
　
　
　

島
中
学
校
へ

〈
新
規
採
用
〉

宮
下　

明
美

区　
　

長　
（
数
字
は

世
帯
数
）

（
四
月
一
日
現
在
）

女
渕
砂
原　

桐
山　

郁
夫　

23

野　
　

口　

吉
野　

敏
久　

29

下
井
堀
西　

北
嶋　

一
郎　

38

下
井
堀
東　

吉
野　

富
男　

23

矢　
　

倉　

平
田　

庄
一　

26

叶
里
高
畑　

平
田　

文
雄　

38

天　
　

王　

木
藤　
　

清　

69

根　
　

尾　

高
見
澤　

昇　

15

坊　
　

平　

島
田
光
一
郎　

21

北　
　

山　

立
花　

幹
司　

8

上
町
西　

田
中　
　

勝　

23

上
町
東　

臼
井　

孝
夫　

34

中　
　

町　

臼
井
登
志
満　

49

明
治
町　

宮
下　

光
晴　

106

本　
　

町　

山
田　

雅
彦　

75

宮　
　

本　

川
口　

康
治　

49

梶　
　

浦　

宮
下　

博
文　

29

市
野
川　

若
林　

茂
伸　

48

　

聖　
　

青
木　

益
男　

26

野
間
桑
関　

関
崎　

俊
雄　

7

　

高　
　

平
野　

二
郎　

23

桑
山
中
央　

市
ノ
瀬
淳
一　

37

西
之
久
保　

柳
澤　

潤
一　

19

和
合
下
田　

続
麻　
　

充　

31

中
芝
小
東　

上
村　

義
則　

20

野
田
沢　

瀧
澤　
　

毅　

25

上
井
堀　

飯
森　
　

守　

52

丸　
　

山　

平
田　

直
巳　

49

分
館
長

女
渕
砂
原　

杉
本　

良
一

野　
　

口　

町
田
今
朝
男

下
井
堀　

渡
邉　

榮
文

矢　
　

倉　

小
山　

高
史

叶
里
高
畑　

栁
原　

啓
人

天　
　

王　

森
山　

奈
緒

西
麻
績　

立
花　

幹
司

上　
　

町　

西
沢　
　

清

中　
　

町　

臼
井　

伸
明

明
治
町　

塚
原　

賢
司

本　
　

町　

山
本　

芳
和

宮　
　

本　

宮
川　

光
男

梶　
　

浦　

加
藤　

峰
明

市
野
川　

久
保
田
和
盛

　

高　
　

宇
都
宮
史
昭

桑
山
中
央　

江
森　

大
地

西
之
久
保　

柳
澤　

潤
一

和
合
下
田　

續
麻　

紀
由

中
芝
小
東　

吉
原　

正
博

野
田
沢　

塚
原　

耕
市

上
井
堀　

飯
森　
　

潤

丸　
　

山　

橋
詰　

一
生

分
館
主
事

女
渕
砂
原　

後
藤　

晴
夫

野　
　

口　

臼
井　

直
義

下
井
堀　

桑
原　

秀
明

矢　
　

倉　

小
山　

光
雄

叶
里
高
畑　

塚
原　

勇
二

天　
　

王　

徳
永　

昌
弘

西
麻
績　

髙
見
澤　

昇

上　
　

町　

刈
間　

三
郎

中　
　

町　

加
久
保
幸
平

明
治
町　

太
田　

清
明

本　
　

町　

宮
下　

信
俊

　
　
　
　
　

宮
下　

公
範

宮　
　

本　

黒
岩　

美
樹

梶　
　

浦　

宮
下　

喜
充

▲4/3 麻績保育園入園式

▲4/7 春の全国交通安全運動街頭啓発

春
の
人
事
異
動

春
の
人
事
異
動
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市
野
川　

久
保
田　

健

　

高　
　

三
浦
喜
代
志

桑
山
中
央　

関
崎　
　

豊

西
之
久
保　

塚
原　

和
一

和
合
下
田　

森
山　

政
秀

中
芝
小
東　

久
保
田
和
紀

野
田
沢　

塚
原
さ
よ
子

上
井
堀　

佐
藤　

大
輔

丸　
　

山　

平
田　
　

豪

消
防
団

団　

長　

小
山　

芳
道　

　
　
　
　
　
　
　
　

天　

王

副
団
長　

佐
藤　

佳
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
町

副
団
長　

宮
川　
　

修　

　
　
　
　
　
　
　
　

宮　

本

（
団
員
数
）

本　

部　

長　

山
本　

和
裕
36

　

副
本
部
長　

西
澤　
　

治

　

副
本
部
長　

塚
原　

大
輔

第
一
分
団
長　

飯
森　

誠
一
34

　

副
分
団
長　

飯
森　

祐
一

　

副
分
団
長　

加
藤　

梓
介

第
二
分
団
長　

峯
村　

信
也
23

　

副
分
団
長　

滝
澤　

知
明

　

副
分
団
長　

一
之
瀬
裕
希

第
三
分
団
長　

宮
下　

友
樹
27

　

副
分
団
長　

滝
澤　
　

貢

　

副
分
団
長　

川
上　

啓
介

ラ
ッ
パ
長　

吉
野　

浩
昭

副
ラ
ッ
パ
長　

飯
森　

祐
一

女
性
消
防
団
員　
　
　
　
　

19

麻
績
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会　

長　

瀬
戸　

祐
子

　
　
　
　
　
　
　
　

本　

町

副
会
長　

伊
藤　

裕
理

　
　
　
　
　
　
　
　
西
之
久
保

筑
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会　

長　

臼
井　

享
子

　
　
　
　
　
　
　
　

上　

町

副
会
長　

渡
邉　

愛
香

　
　
　
　
　
　
　
　

天　

王

麻
績
保
育
園
保
護
者
会

会　

長　

吉
野　

聡
夢

　
　
　
　
　
　
　
　

本　

町

副
会
長　

江
森　

大
地

　
　
　
　
　
　
　
　

菅
の
沢

副
会
長　

山
﨑　

朋
実

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

町

会　

計　

玉
井　

仁
美

　
　
　
　
　
　
　
　

本　

町

地
区
育
成
会
長

下
井
堀　
　

藤
澤　

美
月

叶
里
高
畑
天
王　
　

倉
科
由
美
子

上　
　

町　
　

飯
森　

千
恵

中　
　

町　
　

山
﨑　

朋
美

明
治
町　
　

山
本　

郁
子

本　
　

町　
　

市
ノ
瀬
美
穂

宮　
　

本　
　

宮
川　
　

梓

梶　
　

浦　
　

宮
下　

達
也

市
野
川　
　

久
保
田
信
機

桑
山
中
央　
　

熊
谷　

真
衣

西
之
久
保　
　

塚
原　

拓
也

和
合
下
田　
　

飯
森　

和
樹

中
芝
小
東　
　

和
栗
由
利
子

野
田
沢　
　

花
岡　

良
子

上
井
堀
丸
山　

坂
口　

曜
子

青
少
年
育
成
推
進
員

塚
原　

賢
司　
　
　

明
治
町

峯
村　

博
行　
　
　

下
井
堀

宮
下　

留
子　
　
　

中　

町

内
山　

修
治　
　
　

中　

町

小
山　

芳
道　
　
　

天　

王

尾
台　

弘
枝　
　

小
学
校
長

大
鷹　

宏
彰　
　

中
学
校
長

宮
入　

宜
文　

Ｊ
Ａ
支
所
長

塚
原　

茂
樹

　
　
　

民
生
児
童
委
員
代
表

宮
尾　
　

隆　
　

商
工
会
長

久
保
田
優
子　
　
　

市
野
川

塚
原　

正
樹　
　
　

野
田
沢

〈
新
任
〉

伊
藤　

裕
理　

　
　
　

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

〈
退
任
〉

伊
藤　

尊
夫　
　

小
学
校
長

臼
井　

伸
明　
　

中
学
校
長

桐
山　

ち
か

　
　
　

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

栁
原
直
穂
美　
　
　

叶　

里

清
水　
　

深　
　
　

明
治
町

宮
川　
　

修　
　
　

宮　

本

加
藤　

梓
介　
　
　

天　

王

　

館
報
編
集
委
員

久
保
田
優
子　
　
　

市
野
川

髙
野　

羊
子　
　
　
　

高

山
田
ひ
か
り　
　
　

本　

町

白
木　

和
真　
　
　

半
在
家

▲4/9 麻績小学校交通安全教室

●
第
一
回
ふ
れ
す
ぽ

日
時　

五
月
二
十
五
日
（
日
）

　
　
　

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

場
所　

麻
績
村
体
育
館

講
師　

麻
績
村

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

内
容　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
と

　
　
　

靴
、
飲
み
物

●
第
二
回
麻
績
学
級

日
時　

六
月
十
六
日
（
月
）

　
　
　

午
後
二
時
か
ら

場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師　

信
州
大
学

　
　
　

人
文
科
学
系
准
教
授

　
　
　

佐
藤
弘
英
さ
ん

内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
騙

　
　
　

さ
れ
る
心
理

●
第
二
回
ふ
れ
す
ぽ

日
時　

六
月
二
十
二
日
（
日
）

　
　
　

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

場
所　

麻
績
村
体
育
館

講
師　

麻
績
村

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

内
容　

ス
ポ
レ
ッ
ク
・
ピ
ッ
ク

　
　
　

ル
ボ
ー
ル

持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
と

　
　
　

靴
、
飲
み
物

※
人
事
異
動
の
ペ
ー
ジ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
四
月
二
十
五
日
現
在

で
確
認
で
き
て
い
る
方
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

公
民
館
関
係

　

社
会
教
育
委
員

　

兼
公
民
館
運
営
審
議
委
員

塚
原　

利
彦　
　

議
会
代
表

　

公
民
館
行
事
の
予
定
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麻
績
小
学
校

　

今
年
度
は
十
三
名
が
新
入
生

と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。
と
に

か
く
元
気
い
っ
ぱ
い
の
一
年
生
、

休
み
時
間
は
体
育
館
や
校
庭
で

汗
だ
く
に
な
る
ま
で
遊
ん
で
教

室
に
戻
っ
て
く
る
子
ど
も
達
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

先
日
、
窓
か
ら
見
え
る
桜
を

見
な
が
ら
、「
お
散
歩
に
行
っ

て
み
た
い
」
と
つ
ぶ
や
く
子
ど

も
た
ち
の
言
葉
か
ら
、
生
活
科

の
授
業
で
春
さ
が
し
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
土
手
に

咲
く
タ
ン
ポ
ポ
の
黄
色
い
花
を

見
つ
け
て
「
き
れ
い
！
」
と
声

を
あ
げ
て
花
を
摘
み
取
る
子
。

「
ヨ
モ
ギ
の
葉
っ
ぱ
を
取
っ
て

家
に
持
ち
帰
れ
ば
、
ヨ
モ
ギ
だ

ん
ご
が
作
れ
そ
う
！
」
と
黙
々

と
葉
を
摘
み
取
る
子
ど
も
、
落

ち
葉
の
下
か
ら
カ
エ
ル
を
見
つ

け
、
捕
ま
え
て
う
れ
し
そ
う
な

顔
を
す
る
子
ど
も
…
。
た
く
さ

ん
の
春
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
一
年
生
。
学
び
の
一
歩
を

踏
み
出
し
、
こ
れ
か
ら
の
小
学

校
生
活
を
お
お
い
に
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

し
か
っ
た
こ
と
で
す
が
先
輩
た

ち
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
ク

ラ
ス
で
協
力
し
て
い
く
こ
と
で
、

挑
戦
す
る
大
切
さ
を
知
り
今
で

は
自
分
か
ら
率
先
し
て
意
見
を

出
し
た
り
、
企
画
を
立
て
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
な
の
で

皆
さ
ん
も
失
敗
す
る
こ
と
を
恐

れ
ず
に
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

三
つ
め
は
、「
勉
強
で
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
先
生

や
友
達
に
意
欲
的
に
質
問
す
る

こ
と
」
で
す
。

　

自
分
が
入
学
し
た
て
の
頃
は

勉
強
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

っ
て
も
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
授

業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
で
す

が
分
か
ら
な
い
問
題
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
た
の
で
授
業
の
内

で
し
ょ
う
か
。
今
日
は
そ
の
よ

う
な
皆
さ
ん
へ
少
し
だ
け
早
く

中
学
生
に
な
っ
た
僕
か
ら
中
学

校
生
活
を
楽
し
く
過
ご
す
秘
訣

を
教
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
人
そ
れ
ぞ
れ
考

え
方
が
違
う
と
思
っ
て
行
動
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
意
外
と
難

し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
筑
北
祭
な
ど
の
行
事
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
い
れ

ば
、
面
倒
だ
と
考
え
る
人
も
い

ま
す
。
そ
う
な
る
と
一
つ
の
こ

と
も
み
ん
な
で
や
ろ
う
と
思
う

も
な
か
な
か
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
人
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
を
思
い
や
っ
て
ク

ラ
ス
や
生
徒
会
で
の
話
し
合
い

な
ど
を
す
る
と
団
結
力
が
生
ま

れ
、
よ
り
よ
い
ク
ラ
ス
や
生
徒

会
の
雰
囲
気
づ
く
り
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
様
々
な
こ
と

に
挑
戦
す
る
こ
と
」
で
す
。
小

学
校
の
頃
の
委
員
会
や
行
事
は

先
生
方
が
考
え
る
こ
と
が
多
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
中

学
生
に
な
る
と
自
分
た
ち
の
力

で
企
画
を
立
て
た
り
、
行
事
を

運
営
す
る
た
め
に
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
私
も
最
初
は
難

▲春をさがして

▲新入生の皆さんへ

▲桜の下で記念撮影

筑
北
中
学
校

元
気
通
信
!!
　
今
月
の
小
・
中
学
校

　
筑
北
中
学
校
入
学
式
が
四
月

四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
在
校

生
代
表
の
歓
迎
の
言
葉
と
新
入

生
代
表
挨
拶
を
掲
載
し
ま
す
。

入
学
式
　
歓
迎
の
言
葉

三
年
　
黒
岩
　
千
隼

　

蕗
の
薹
（
ふ
き
の
と
う
）
が

顔
を
出
し
、
校
庭
の
桜
の
蕾

（
つ
ぼ
み
）
は
膨
ら
み
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
良
き

日
に
筑
北
中
学
校
に
入
学
さ
れ

た
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
在

校
生
一
同
、
心
よ
り
歓
迎
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
と
過
ご
す

中
学
校
生
活
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
思
い
出
の

詰
ま
っ
た
小
学
校
を
旅
立
ち
、

こ
の
筑
北
中
学
校
で
の
生
活
に

想
い
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
新
し
い
中
学
校
生
活
へ

の
期
待
と
「
先
輩
た
ち
と
仲
良

く
な
っ
て
い
け
る
の
か
」、「
中

学
校
は
楽
し
い
の
か
」、「
勉
強

は
し
っ
か
り
で
き
る
の
か
」
な

ど
の
不
安
を
抱
い
て
こ
の
入
学

式
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
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▲新入生を代表して

▲長期間の運営お疲れさまでした

▲ポン菓子「おみポン」

▲全国コンクール金賞受賞
おめでとうございます

容
が
分
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
は
、

分
か
ら
な
い
問
題
な
ど
を
友
達

や
先
生
に
質
問
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
授
業
の

内
容
も
分
か
り
や
す
く
な
り
勉

強
が
前
よ
り
も
も
っ
と
楽
し
く

な
り
ま
し
た
。
な
の
で
皆
さ
ん

も
勉
強
が
分
か
ら
な
い
時
は
気

軽
に
先
生
や
友
達
に
質
問
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
中
学

校
で
は
教
科
ご
と
に
先
生
が
違

う
の
で
い
ろ
ん
な
先
生
の
個
性

あ
ふ
れ
た
授
業
に
な
り
と
て
も

勉
強
が
楽
し
く
な
る
の
で
い
ろ

ん
な
先
生
と
仲
良
く
な
り
、
沢

山
質
問
な
ど
を
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

他
に
も
、
新
入
生
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
様
々
な
不
安
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
在
校

生
一
同
、
皆
さ
ん
が
少
し
で
も

早
く
こ
の
筑
北
中
学
校
で
の
学

校
生
活
に
馴
染
め
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。
少

し
で
も
不
安
に
な
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
二
、
三
年
生
や

先
生
方
に
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中

学
校
で
の
三
年
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
新

入
生
の
皆
さ
ん
も
一
日
一
日
を

大
切
に
し
、
こ
の
筑
北
中
学
校

で
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
以
上
を
も
ち
ま

し
て
歓
迎
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
新
入
生
代
表
挨
拶

一
年
　
菊
池
　
颯
太

　

春
の
季
節
を
感
じ
る
今
日
、

僕
た
ち
二
十
名
は
、
筑
北
中
学

校
に
入
学
し
ま
す
。

　

本
日
は
こ
の
よ
う
な
盛
大
な

式
を
開
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
中
学
生
に
な
り

新
し
い
環
境
に
対
す
る
不
安
な

気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ

ス
の
仲
間
と
支
え
合
い
、
こ
の

三
年
間
を
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

僕
は
勉
強
だ
け
で
な
く
様
々

な
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
多
く
の
事
を
学
び
経
験
し
て

い
き
た
い
で
す
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
、

先
生
方
、
先
輩
方
、
温
か
い
ご

指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
以
上
と
な
り
ま
す

が
新
入
生
代
表
の
挨
拶
を
閉
じ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

　

も
ち
麦
ポ
ン
菓
子
の

　
「
お
み
ポ
ン
」が
金
賞
受
賞

　

麻
績
村
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
活
動
し
、
松
本
管
内
で
唯

一
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
「
市
野
川

棚
田
」
を
拠
点
に
農
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
合
同
会
社
の
「
Ｏ

Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
（
お
み
も
）」
で
は
、

麻
績
産
も
ち
麦
の
ポ
ン
菓
子

「
お
み
ポ
ン
」
が
第
十
回
介
護

食
・
ス
マ
イ
ル
ケ
ア
食
コ
ン

ク
ー
ル
（
日
本
食
糧
新
聞
社
主

催
・
農
水
省
後
援
）
で
、
優
れ

た
介
護
・
機
能
食
品
と
し
て
評

価
さ
れ
、
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー

と
な
ら
ぶ
金
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
全
国
か
ら
一
四
八
品
目
の

応
募
が
あ
り
、
農
林
水
産
大
臣

賞
、
農
林
水
産
大
臣
官
房
長
賞
、

審
査
員
長
賞
に
次
ぐ
四
番
目
の

金
賞
で
、
代
表
社
員
の
久
保
田

芳
永
さ
ん
が
四
月
三
日
に
役
場

を
訪
れ
、
村
長
に
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　

も
ち
麦
は
食
物
繊
維
が
豊
富

で
、
介
護
が
必
要
な
年
配
者
で

も
た
べ
や
す
い
こ
と
か
ら
、
今

後
も
耕
作
放
棄
地
で
有
機
栽
培

に
よ
る
も
ち
麦
生
産
拡
大
に
取

り
組
み
、
村
の
特
産
と
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

麻
績
の
市
あ
さ
つ
ゆ

　

運
営
管
理
組
合
が
解
散

　

平
成
十
六
年
に
設
立
、
平
成

二
十
一
年
度
に
現
在
の
場
所
に

移
り
、
令
和
七
年
二
月
末
ま
で

の
二
十
年
間
に
わ
た
り
農
産
物

直
売
所
「
麻
績
の
市
あ
さ
つ

ゆ
」
を
営
業
し
て
き
た
運
営
管

理
組
合
が
、
四
月
八
日
に
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
定
期
総
会
を

開
い
て
、
組
合
員
の
高
齢
化
の

理
由
か
ら
正
式
に
解
散
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
新
た
に
結
成
さ
れ

た
村
農
産
物
直
売
組
合
が
直
売

所
の
運
営
開
始
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
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プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
が
弱
く

な
っ
た
気
が
す

る
。
再
生
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
だ
か

ら
な
の
か
、
紫

外
線
が
強
す
ぎ

る
の
か
、
安
物

買
い
の
せ
い
な
の
か
、
購
入
間

も
な
い
製
品
が
手
の
中
で
パ
リ

ン
と
砕
け
る
の
だ
。
現
状
麻
績

村
で
は
プ
ラ
製
品
は
燃
え
る
ゴ

ミ
の
区
分
に
入
る
。（
包
装
容

器
は
資
源
）
資
源
回
収
さ
れ
再

生
さ
れ
簡
単
に
壊
れ
て
可
燃
ゴ

ミ
に
な
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、

な
ん
だ
か
む
な
し
い
。
一
方
ど

ん
な
に
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
も

現
役
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
製
品

も
あ
る
。
ど
れ
も
二
十
年
前
か

ら
の
物
だ
。
し
っ
か
り
作
ら
れ

た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
る
。
ち
な
み
に
洗
た
く

バ
サ
ミ
は
ア
ル
ミ
製
に
変
え
て

ず
い
ぶ
ん
ス
ト
レ
ス
が
減
っ
た
。

　

新
年
度
を
迎
え
新
し
い
環
境

で
生
活
を
始
め
た
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。
百
円
均
一
で
何
で
も

そ
ろ
う
時
代
で
す
が
、
地
球
の

た
め
に
も
お
財
布
の
た
め
に
も

賢
い
消
費
者
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。

聖 風山

一
学
年
担
任
　
小
松
　
　
誠 

先
生

校
　
　
　
長
　
尾
台
　
弘
枝 

先
生

聖
学
級
担
任
　
西
沢
　
克
弥 

先
生

※
実
際
の
並
び
順
と
は
異
な
り
ま
す

夢に向かって飛び立て！新一年生
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『
私
の
本
棚
』は
じ
め
ま
し
た　

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
す
す
め

の
本
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く

コ
ー
ナ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

初
回
は
、
飯
森
久
美
さ
ん

（
横
屋
）
に
「
友
だ
ち
と
心
の

育
ち
～
前
向
き
な
気
持
ち
に
な

れ
る
本
～
」
と
題
し
て
九
冊
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

絵
本
や
児
童
書
か
ら
一
般
の

実
用
書
な
ど
幅
広
い
分
野
の
本

が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
「
利
用
者
の
方
の

お
す
す
め
の
本
が
知
り
た
い
」

「
こ
の
本
面
白
か
っ
た
か
ら
、

他
の
人
に
も
読
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に

お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
は
何
冊
で
も
、
テ
ー
マ
は

あ
っ
て
も
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

お
名
前
も
出
し
て
も
出
さ
な
く

て
も
い
い
で
す
。

　

と
に
か
く
始
め
た
ば
か
り
の

企
画
で
す
。
皆
さ
ん
に
育
て
て

い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

ご
家
庭
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
年
生
の
図
書
館
利
用
も
始

ま
り
ま
し
た
。
保
育
園
の
頃
か

ら
来
館
し
て
い
た
場
所
で
は
あ

る
も
の
の
、
自
分
で
借
り
る
と

な
る
と
ド
キ
ド
キ
し
た
様
子
で
、

本
を
借
り
る
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
友
達
と
一
緒
に
見

せ
合
っ
て
楽
し
そ
う
に
読
ん
で

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
五
十
冊
に
一
回
、

宝
箱
が
開
け
ら
れ
ま
す
。　

地

域
の
方
の
ご
厚
意
で
い
ろ
い
ろ

な
宝
物
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
本
を
読
み
ま
し
ょ

う
！

山元加津子 著
アリス館

▲皆さんの予想はいかが
　でしたか？

▲どんなお話かな？
　楽しみ

▲プレイルームにあります
　ぜひご利用ください

　
『
本
屋
大
賞
翻
訳
大
賞
発
表
』　

　

四
月
九
日
、
全
国
書
店
員
一

押
し
の
一
冊
が
発
表
さ
れ
、
大

賞
は
「
カ
フ
ネ
」（
阿
部
暁
子
著

講
談
社
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

愛
す
る
弟
を
亡
く
し
た
四
十

一
歳
の
薫
子
が
、
弟
の
元
恋
人

で
あ
る
料
理
人
・
せ
つ
な
と
、

食
を
通
し
て
温
か
な
関
係
を
築

い
て
い
く
や
さ
し
さ
と
厳
し
さ

に
溢
れ
た
物
語
で
す
。

『
カ
フ
ネ
』
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
で
「
愛
す
る
人
の
髪
に
そ
っ

と
指
を
通
す
し
ぐ
さ
」
を
表
す

言
葉
。
薫
子
と
せ
つ
な
の
関
係

や
物
語
を
象
徴
す
る
タ
イ
ト
ル

で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
ら
い
思
い
や

体
験
を
背
負
っ
て
い
る
本
作
の

登
場
人
物
た
ち
。
著
者
の
阿
部

さ
ん
自
身
の
体
験
が
反
映
さ
れ

て
い
る
場
面
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
作
品
十

冊
と
翻
訳
小
説
部
門
第
一
位
の

「
フ
ォ
ー
ス
・
ウ
ィ
ン
グ
～
第

四
騎
竜
団
の
戦
姫
～
」
発
掘
本

部
門
の
超
発
掘
本
「
な
い
も
の
、

あ
り
ま
す
」
も
図
書
館
に
ご
用

意
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

い
、
小
さ
な
声
で
話
す
、
本
を

丁
寧
に
扱
う
、
靴
を
揃
え
る

（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
）
な
ど
、
日

常
生
活
を
送
る
上
で
も
大
切
な

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

っ
て
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
使

え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
、
豊
か
な

心
を
育
む
読
書
の
推
進
の
た
め
、

児
童
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
で

日
常
的
に
本
に
親
し
む
時
間
を

設
け
る
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

『
週
末
は
、
時
間
を
決
め
て
家

庭
読
書
！
』
を
合
言
葉
に
、
学

校
全
体
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

晴
耕
雨
読
の
言
葉
通
り
、
晴

れ
た
日
は
外
の
こ
と
を
一
緒
に
、

外
に
出
ら
れ
な
い
時
は
、
ゲ
ー

ム
や
テ
レ
ビ
の
時
間
を
減
ら
し

て
、
ゆ
っ
た
り
と
本
に
向
き
合

う
時
間
も
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

児
童
は
、
一
人
ひ
と
り
読
書

の
目
標
を
決
め
て
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
。「
週
三
日
、
一
回

三
十
分
以
上
は
読
む
」「
一
週

間
に
三
冊
は
読
む
」「
三
・
四

分
類
の
本
も
読
む
」「
一
冊
は

伝
記
を
借
り
て
読
む
」
等
で
す
。

そ
の
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
、

来館者数	 334人
貸出冊数	 742冊
ご来館ありがとう
ございます。

３月の図書館

　

麻
績
小
学
校
図
書
館
便
り

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

　

だ
れ
に
で
も
あ
い
さ
つ
す
る
、

館
内
で
は
走
ら
な
い
・
遊
ば
な
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ご
冥
福
を
祈
る

塚
原　

久
男　

94
歳　

野
田
沢

宮
澤　

和
江　

91
歳　

山　

寺

市
川　
　

昊　

88
歳　

和　

合

飯
森　

計
夫　

99
歳　

半
在
家

飯
森　

茂
孝　

75
歳　

明
治
町

　

館
報
編
集
委
員
会
で
は
、「
館

報
お
み
」
に
対
す
る
ご
意
見
や

投
稿
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
麻
績
村
公
民
館
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
誕
生
お
め
で
と
う

　

松
本
広
域
連
合
消
防
職
員

　

採
用
資
格
試
験
（
上
級
）

　

来
年
四
月
に
採
用
予
定
の
松

本
広
域
連
合
消
防
職
員
採
用
資

格
試
験
（
上
級
）
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

平
成
九
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
大
学
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
人
（
日
本
国

籍
を
有
す
る
人
）

●
第
一
次
試
験

（
教
養
・
適
性
・
体
力
試
験
）

①
日
程

　

六
月
二
十
二
日
（
日
）

②
場
所

・
教
養
試
験

　

松
本
市
役
所
波
田
支
所

　
（
松
本
市
波
田
四
四
一
七-

一
）

・
体
力
試
験

　

松
本
市
波
田
体
育
館

　
（
松
本
市
波
田
一
〇
〇
九
八-

一
）

●
申
込
期
間

　

令
和
七
年
五
月
二
十
九
日

（
木
）
か
ら
六
月
六
日
（
金
）

ま
で

　

期
間
内
必
着
を
受
付
と
し
ま

す
。
郵
送
の
場
合
は
、
事
故
防

止
の
た
め
、
必
ず
簡
易
書
留
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
試
験
案
内
・
申
込
用
紙

　

松
本
広
域
連
合
と
松
本
広
域

消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
送
希
望
の
方
は
、
一
八
〇

円
切
手
を
貼
付
し
、
送
付
先

の
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
た

角
型
二
号
の
返
信
用
封
筒
を

同
封
の
う
え
、
赤
字
で
「
試

験
案
内
希
望
」
と
明
記
し
て
、

お
早
め
に
、
次
の
宛
先
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

・
請
求
先

　

〒
三
九
〇-

一
四
〇
一

　

長
野
県
松
本
市
波
田
四
四
一

　

七
番
地
一　

松
本
市
役
所

　

波
田
支
所
四
階

　

松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務 

　

課

　

☎
八
七-

五
四
六
〇

※
試
験
案
内
は
、
松
本
広
域
合

と
松
本
広
域
消
防
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

麻
績
消
防
署
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

【
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
の
取
り
扱

い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

○
火
気
厳
禁

・
使
用
中
、
周
囲
に
火
の
気
が

な
い
か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

・
タ
バ
コ
の
火
、
バ
ー
ベ
キ
ュ 

ー
の
炭
な
ど
も
危
険
で
す
。

○
給
油
は
エ
ン
ジ
ン
停
止
後
に

・
発
電
機
や
農
機
具
な
ど
へ
の

給
油
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を

止
め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
エ
ン
ジ
ン
が
熱
を
持
っ
て
い

る
と
、
引
火
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。

○
保
管
場
所
に
注
意

・
直
射
日
光
の
当
た
る
場
所
、

車
内
な
ど
に
は
保
管
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
屋
内
の
涼
し
く
風
通
し
の
よ

い
場
所
で
、
し
っ
か
り
と
密

閉
し
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ポ
リ
容
器
禁
止

・「
試
験
確
認
済
証
」
の
つ
い

た
金
属
製
携
行
缶
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

・
ポ
リ
容
器
は
静
電
気
が
溜
ま

り
や
す
い
た
め
火
災
を
起
こ

す
原
因
と
な
り
ま
す
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
で
の
保
管
・
持
ち
運
び

は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

も
、
正
し
い
知
識
と
丁
寧
な
取

り
扱
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら

非
常
用
品
の
準
備
を
し
、
避
難

経
路
や
災
害
用
伝
言
板
な
ど
の

非
常
時
に
お
け
る
離
れ
た
家
族

間
の
連
絡
方
法
な
ど
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら

　

地
震
に
対
す
る
備
え
を

　

麻
績
村
で
震
度
四
の
地
震
が

四
月
十
八
日
に
発
生
し
ま
し 

た
。
災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る

市川蒼
あお

葉
ば

ちゃん
雅裕・真奈美
（天王）


